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こ
の
日
は
救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
つ
い
て
、皆
さ
ん
に
正
し
く

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
、迅
速
な
対
応
が
傷
病
者
の
救
命
率

を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。救
う
こ
と
が
で
き
る
命
を
守
る
た
め
、Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
を
紹
介
し
ま
す
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す

カーラーの救命曲線

①心臓停止後、約 3 分で 50％死亡
②呼吸停止後、約 10 分で 50％死亡
③多量出血後、約 30 分で 50％死亡

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）と
は
、け
い
れ
ん
し
、血
液
を
流

す
ポ
ン
プ
機
能
を
失
っ
た
状
態（
心

室
細
動
）に
な
っ
た
心
臓
に
対
し
て

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、正
常
な
リ

ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で

す
。

　

心
室
細
動
の
唯
一
の
治
療
方
法

は
、除
細
動
器
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
と
併
せ
て
、心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を
行
う
こ

と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
？

●周囲の安全確認
　傷病者の周りの安全を確認し、道路上など危
険な場所の場合は、安全な場所に移します。
●意識確認
　「大丈夫ですか」など、耳元で問いかけながら、
肩（鎖骨の辺り）を叩き、意識の有無を確認しま
す。反応があった場合は、傷病者の訴えを聞き、
必要な応急手当をします。

　見た範囲で規則的で正常な呼吸をしているか
を10秒以内で確認します。（普段どおりの呼吸
があれば横向きにして気道を確保し、救急車を待
ちます。）
　不自然な呼吸（しゃくりあげるようなゆっくりと
した不規則な呼吸など）は心停止の可能性が高
いので、見逃さないようにしましょう。
☆正常な呼吸の確認ができない場合は、「呼吸な
し」と判断します。10秒以内の判断が重要です。

　胸の真ん中に手の付け根を置き両手を重ねて、
肘を真っすぐ伸ばし、少なくとも1分間に100回
以上の速さ（5秒間に8回以上）で、胸が少なくと
も5ｃｍ沈む程度（小児・乳児は胸の厚さの約３分
の１）、30回強く圧迫をします。
☆周りに協力者がいる場合は数を数えてもらっ
たり、疲れたら交代してもらいましょう。強く、速く、
中断しないことが重要です。

●気道確保
　傷病者を仰向けに寝かせた状態で片方の手で
額を押さえながら、もう片方の人差し指と中指で
顎を上に持ち上げます。（口の中に異物があれば
除去します。）
●人工呼吸
　額に当てている手の親指と人差し指で鼻をつ
まみ、胸部がふくらむよう息を約1秒吹き込みま
す。（できるだけ感染防護具を使ってください。）
　2回繰り返し、心臓マッサージを再開します。
☆ＡＥＤが到着するまで、心臓マッサージ30回と
人工呼吸2回を交互に繰り返します。

　ＡＥＤが到着したら電源を入れます。
傷病者に電極パッドを装着し、心電図解析を行い、
電気ショックの必要性を確認します。（機械の音
声ガイドに従って操作します。）
　ショックボタンを押すときは危険ですので、傷
病者の周囲から離れ、触れないようにします。
☆電気ショック後はただちに心臓マッサージと人
工呼吸を再開します。

　救急車が到着し救急隊員に引き継ぐまでは、
正常な呼吸や目的のある仕草など、明らかに心
拍再開と判断できる反応があるまでは、心臓マッ
サージを続けます。

　協力者に119番通報により、救急車の手配を
してもらい、同時にＡＥＤを持ってきてもらいます。
誰もいなければ、まず119番通報を行います。
☆一人でやろうとせず、周りの人の協力を受けま
しょう。

周囲の安全確認・意識確認

呼吸の確認

心臓マッサージ（胸骨圧迫）

気道確保・人工呼吸

ＡＥＤによる除細動（電気ショック）

救急車到着

大声で助けを呼び、119番通報と
ＡＥＤの手配を依頼する

1

3

4

5

6

2

迅
速
な
対
応
が
命
を
救
う

　

左
の
グ
ラ
フ
は
心
臓
停
止
、呼
吸

停
止
、多
量
出
血
の
状
態
と
な
っ
た

と
き
の
時
間
経
過
と
死
亡
率
の
関

係
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

も
し
傷
病
者
に
何
も
救
命
手
当

て
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、心
臓

停
止
後
約
３
分
、呼
吸
停
止
後
約

10
分
、多
量
出
血
後
約
30
分
で
死

亡
率
は
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
ま
す
。

　

救
急
車
の
現
場
へ
の
到
着
時
間

は
平
均
８
・
３
分（
全
国
平
均
）と

さ
れ
て
い
ま
す
。救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
対
応
が
傷
病
者
の
救
命

率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
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① ② ③

呼びかけに反応がない場合

心肺蘇生法の手順

あなたは119番通
報してください。
あなたはAED
を持ってきてく
ださい。

誰か来てください！
人が倒れています！

胸と腹部の動きを見て
「普段どおりの呼吸」
をしているか、１０秒
以内で確認します。

大丈夫ですか？

血液などにより感染の危険がある場合や訓練を受
けていない場合はAEDが到着するまで、心臓マッ
サージを続けます。

離れてください！離れてください！

人工呼吸2回

胸骨圧迫は胸の真ん中

約 1秒かけて、胸の上がりが見える
程度の量を 2回吹き込みます。

心電図解析中は
負傷者に触れて
はいけません。

救急の日 2015 in ゆめタウン八代
八代広域消防本部では救急の日に伴いイベントを行います。楽しく応急手当を体験しましょう！
◆日　時　9月5日（土）14時～16時
◆場　所　ゆめタウン 八代店（八代市建馬町3番1号）
◆内　容　①訓練用人形およびＡＥＤを用いた救命処置の体験
　　　　　②住宅用火災警報器パネル展示および資料配布
　　　　　③防火衣着装体験コーナー
　　　　　④はしご車搭乗体験（救命処置体験者先着40人に搭乗券を配布）
　　　　　※はしご車登場体験は小学4年生以上、荒天時中止
　　　　　⑤消防音楽隊演奏

胸骨圧迫30回
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【お問い合わせ先】　健康福祉課 保健師 ☎５２－５８５２(直通）　kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp

　9月は「がん征圧月間」です。2人に1人は何らかの「がん」に罹患（りかん）するといわれていますが、喫煙や過
剰飲酒、食生活など生活習慣が大きく影響する疾患も少なくありません。
　健康づくり推進計画である「健康ひかわ21」では、早期発見と進行がんの減少を大きな目的としています。　
今月は氷川町の現状と課題、そして取り組みについてご紹介いたします。

氷川町における「がん」の現状氷川町における「がん」の現状

　たくさんの人にがん検診を受けてもらおう作戦！
★もっともっと受けてほしい！→ がん検診を知ってもらうための広報活動
★受けやすい環境づくり→ 子宮がん・乳がん検診は6月から11月まで病院で受けること
　　　　　　　　　　　　もできます。
★年齢などの基準に合った人へ無料クーポンを配布→ 健診を受けるきっかけづくりに！

氷川町ではこんなことを目指してやっていきます.氷川町ではこんなことを目指してやっていきます.

●子宮がん・大腸がん・肺がん受診率は年々増えている
●一方で乳がん・胃がん受診率は減少傾向みたい
●国の目指す受診率目標値にはまだまだ足りない
●「がん」で亡くなった人は県や同規模市町村で比較すると

少し多いみたい

早期発見！
早期治療！
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国の目標値（肺・胃・大腸がん）40％

氷川町の各種がん検診受診率の推移と国の目標値比較

国の目標値（子宮・乳がん）50％
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国
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熊本県
氷川町
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がんが原因で亡くなった人（国保加入者）の割合
町・国・県・同規模市町村の比較

お問い合わせ先：健康福祉課 保健師　☎52−5852（直通）

内　容：臨床心理士による相談
日　時：毎月最終月曜（14時～17時）
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：臨床心理士　井田　博子

日　時：毎週月曜日（8時30分～12時）
場　所：健康センター
相談員：保健師 ･ 栄養士

■メンタルヘルス相談

■健康相談

内　容：心療内科医師による相談
日　時：希望に合わせて医師と調整
            （13 時 30 分～ 15 時）
場　所：健康センターまたは訪問
相談員：荒木 幹太　医師

（荒木医院／熊本労災病院心療内科医師）

■心療内科医師相談

※要予約　電話またはメールにて保
健師までご連絡ください。
☎52−5852（直通）

氷川町の相談窓口

kenhuku@town.kumamoto-hikawa.lg.jp

日　時：毎月第 1 木曜日（14 時 30 分～）
場　所：健康センター
相談員：精神保健福祉士・介護支援専門員
※相談会以外にも、地域包括支援センターでは随時相
　談をお受けします。（土日祝日除く8時30分～17時）

★認知症サポーター養成講座を行っています。
少人数のグループでも結構です。皆さんのご都
合に合わせた日時で下記までご連絡ください。
相談・お問い合わせ先
■地域包括支援センター　☎52－5335
■健康福祉課　　　　　　☎52－5852（直通）

認知症に関する相談会

の健康コーナーこころ

少人数のグループでも結構です。皆さんのご都

■健康福祉課　　　　　　☎52－5852（直通）

キャラバンメイトだより

認知症
No.29

　私たちの睡眠は「安心な状態になったら眠る仕組み」「疲れたら眠る仕組み」
「夜だから眠る仕組み」の3つで調節されています。
　したがって、安心できない状況にある時、脳が疲れていない時、体と脳が夜の
状態になっていない時に、よく眠れない状態に陥ることになります。
　試験の前の日に緊張して眠れなくなった、昼間にあった嫌なことを思い出し
て眠りに付けなかったという経験は誰にでもあります。心配ごとで眠れない日が
続くと、今度は眠れなかったらどうしようという不安が、就床時刻が近づくにつ
れて高まってきます。こうなると出来事と関係なく、毎晩寝付くのに苦労するよ
うになります。
　睡眠不足になると日中の眠気が強くなり、夜は深く眠るようになります。長く
起きていると、脳が疲労してくるのと関係しています。これは、活動中に疲労し
た脳を積極的に休ませる機能です。
　遅くまで仕事が続いたなどの理由で、睡眠時間が不足している時は布団に入
るとぐっすり眠ることになります。
　一方で日中不活発に過ごしていると、睡眠がだんだん浅くなってきます。
　こうした眠る仕組みの働きが悪くなるだけでなく、体に痛みや異常な感覚が
あると、眠れない状態になります。眠ろうと横になると、足の異常な感覚で、動か
していないといられなくなるレストレスレッグス（むずむず脚）症候群、眠り始め
に手足が繰り返してぴくつくせいで、目が覚めたり、眠りが浅くなったりする周
期性四肢運動障害、眠ると息が詰まってしまうため、睡眠が浅くなり、夜中に目
が覚める睡眠時無呼吸症候群などがあります。

「みんなのメンタルヘルス」（自殺予防総合対策センター）引用

日常生活に支障が出てくる行動障害

不眠～寝付けない、何度も目が覚めるのはどうしてですか～

認知症の症状その9
～行動・心理症状（ＢＰＳＤ）～

① 図書館で数時間過ごすのが日課のＡさん。ある冬の日、
いつもより2時間遅く出かけたため、暗くなった帰り道
で迷い、夜遅く疲れ果てた姿で自宅に戻ってきた。

場所の見当識障害が原因です。昼間、風景が見えれば
大丈夫なので明るいうちに帰れるように工夫すれば一
人で活動できます。

③ Ｃさんは夕方になると、遠くの郷里に帰ると言って、たび
たび家を出て行こうとするが、ある日、介護者が目を離
した隙に出て行き、行方不明になり、翌日、思いがけな
い場所で保護された。

脳の活性が徐々に下がってくる夕方に、場所や時間の
見当識障害が深まることがあります。昼寝などで夕方
の意識をはっきりさせたり、対応が困難なときは専門
医に相談しましょう。

② Ｂさんは月曜日の朝、通っている病院に行こうと自宅を
出たが迷子になり、昼過ぎに、とぼとぼと家に戻った。

通い慣れた道でも迷子になるくらい場所の見当識障害が
進んでいますので、送り迎えをすることを考えましょう。

④ Ｄさんは妻と買い物の途中、行方不明になり、２日後に
遠く離れた町で保護された。

常に誰かの見守りが必要になります。介護の支援を受け
ましょう。

　自分のことや周囲で起こっていることが正しく把握できなく
なると、行動がちぐはぐになり、日常生活にも支障がでてきます。

～行動・心理症状（ＢＰＳＤ）～

「徘徊」には必ず原因があります。原因を考えて対応
しましょう
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お問い合わせ先 ： 氷川町文化センター内 ひかわスポーツクラブ事務所    ☎52-5860   FAX52-7060   齋藤・稲本
クラブ公式 Facebook　http://www.facebook.com/hikawasports?ref=stream

　

残
暑
が
残
る
９
月
、ま
だ

ま
だ
熱
中
症
に
は
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

８
月
６
日
か
ら
10
日
に

行
っ
た
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
同
時
交
流
事
業
in
氷
川

町
で
は
、当
ク
ラ
ブ
が
日
中

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
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、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
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ラ
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担
当
し
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
交
流
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
よ
り
多
く
の

協
力
を
得
て
、こ
の
事
業
が

無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
今

後
も
受
け
入
れ
る
体
制
を

維
持
し
、地
域
の
皆
さ
ん
に

国
際
交
流
へ
触
れ
る
機
会
を

作
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

来
月
号
の
広
報
誌
に
は
、

８
月
末
の
大
学
生
イ
ン
タ
ー

ン
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の

記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ひ
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
た
よ
り
!!

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

スポーツ振興くじ助成事業

融和・健康・地域の元気づくり
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ス
イ
黄
泉
の
使
い
か
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

■
梅
雨
明
け
の
陽
差
し
浴
び
し
の
紅
梅
嬉
し

　
　
　
　
　
　
　
　南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

■
夕
暮
れ
の
肌
に
さ
わ
さ
わ
涼
風
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　西
野
津

　古
崎

　栄
子

■
蝉
の
声
不
戦
の
さ
け
び
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　町
　
　
　香
山
菊
童
子

■
鈴
虫
の
初
鳴
き
と
い
ふ
厨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　町
　
　
　香
山
セ
ツ
子

■
被
爆
地
の
千
の
折
り
鶴
天
に
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　桜
ヶ
丘

　宮
﨑
敬
四
郎

■
今
一
度
逢
い
た
き
人
よ
迎
え
盆

　
　
　
　
　
　
　
　桜
ヶ
丘

　吉
田

　照
子

■
盆
の
風
香
煙
な
び
く
庭
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　町
　
　
　田
中

　澄
子

■
吾
娘
の
名
の
落
款
し
る
し
た
掛
軸
を

　見
て
は
遠
き
に
安
否
気
遣
う

　
　
　
　
　
　
　
　北
野
津

　宮
本

　末
秋

■
満
潮
の
鳥
居
は
海
に
水
陽
炎

　列
続
き
た
る
参
拝
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　高
　塚

　桑
原
ゆ
き
代

■
真
剣
な
手
付
き
で
ホ
ー
ス
操
作
す
る

　防
火
訓
練
日
曜
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　吉
　本

　髙
橋

　澄
子

■
街
の
人
田
舎
暮
し
を
し
ま
せ
ん
か

　皆
な
や
さ
し
く
野
菜
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　西
野
津

　古
崎
ス
エ
ノ

■
窓
越
し
に
菊
大
輪
の
遠
花
火

　椅
子
を
並
べ
て
倖
わ
せ
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
　南
鹿
野

　尾
崎

　京
子

■
朝
刊
の
今
入
り
し
か
三
時
半

　目
を
覚
ま
さ
せ
る
発
進
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　吉
　本

　橋
村

　正
之

■
取
り
除
く
西
瓜
の
種
の
み
ず
み
ず
し
く

　膳
の
上
の
夏
を
彩
る

　
　
　
　
　
　
　
　西
野
津

　古
崎

　栄
子

■
朝
ぼ
ら
け
眼
開
け
ば
白
蓮
華

　心
は
す
で
に
無
常
の
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　桜
ヶ
丘

　宮
﨑
敬
四
郎

■
里
帰
り
想
ひ
叶
え
て
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　桜
ヶ
丘

　宮
﨑
ト
シ
子

■
窓
閉
め
て
熊
蝉
の
声
遠
の
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　西
上
宮

　村
内

　一
誠

■
蝉
し
ぐ
れ
鳥
の
さ
え
ず
り
打
負
す

　
　
　
　
　
　
　
　上
鹿
島

　前
村

　俊
子

　
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

あ
こ

た
に

よ
み

う
め

ま
な
こ

び
ゃ
く
れ
ん
げ

ひ
ま
わ
り
さ
ん

吉
本

　橋
村

　正
之

ひ
ま
わ
り
さ
ん
ひ
ま
わ
り
さ
ん

大
き
な
お
顔
を
お
空
に
向
け
て

お
陽
様
相
手
に
睨
め
っ
こ

ど
ち
ら
が
先
に
笑
う
か
な

ひ
ま
わ
り
さ
ん
ひ
ま
わ
り
さ
ん

大
き
な
お
顔
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
し

い
つ
も
お
陽
様
追
っ
か
け
る

大
好
き
な
ん
だ
ね
睨
め
っ
こ

ひ
ま
わ
り
さ
ん
ひ
ま
わ
り
さ
ん

大
き
な
お
顔
が
小
さ
く
な
っ
た

も
う
す
ぐ
サ
ヨ
ナ
ラ
す
る
ん
だ
ね

淋
し
く
な
る
よ
お
陽
様
は

ひ
ま
わ
り
さ
ん
ひ
ま
わ
り
さ
ん

大
き
な
お
顔
が
見
え
な
く
な
っ
た

ま
た
来
年
は
逢
え
る
よ
ね

ボ
ク
も
一
緒
に
待
っ
て
る
よ

ま
か

あ

空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

日 月 火 水 木 金 土

９月

1 2 3 4 5

◎太極拳
◎キッズトータルフット
◎ミニバレー

★ダンススクール

◎卓球 昼
◎サッカー
◎スキルアップサッカー
◎バスケサークル

◎バドミントン ★骨盤体操
★ヨガ

6 7 8 9 10 11 12

◎陸上
◎ミニバスケ

◎キッズトータルフット
◎ミニバレー ★ダンススクール

◎卓球 昼
◎サッカー
◎スキルアップサッカー
◎バスケサークル

◎バドミントン

13 14 15 16 17 18 19 ファミリースポーツデー

◎子供スポーツ教室
（すぱーく）

◎カラオケ
◎陸上
◎ミニバスケ

◎太極拳
◎キッズトータルフット
◎ミニバレー

★ダンススクール

◎卓球 昼
◎サッカー
◎スキルアップサッカー
◎バスケサークル

◎陸上
◎バドミントン

★骨盤体操
★ヨガ
★プレイランド
★必殺鬼ごっこ

20 21 22 23 24 25 26

敬老の日 国民の休日 秋分の日
◎サッカー
◎スキルアップサッカー
◎バスケサークル

◎バドミントン

27 28 29 30

子供スポーツ教室
（宮原体育館）

◎カラオケ
※ 14 ～ 16 時
◎陸上
◎ミニバスケ

◎太極拳
◎キッズトータルフット
◎ミニバレー

★ダンススクール ◎  …  定期教室
★  …  特別教室

教室名（定期教室） 会場 時間 対象
子どもスポーツ教室 カレ 10:00 ～ 11:30 年少～小 3

カラオケ 文化 13:30 ～ 15:30 一般
陸上 桜Ｇ 17:00 ～ 18:30 年中～一般

太極拳 氷公 10:00 ～ 11:30 一般
卓球（昼） 体セ 13:30 ～ 16:00 一般
卓球（夜） 体セ 20:00 ～ 22:00 中学生以上

教室名（特別教室） 会場 時間 対象 料金 会場案内
  カレ：カレンダーを確認
  文化：文化センター　　　桜Ｇ：桜ヶ丘グラウンド
  氷公：氷川町公民館　　　体セ：竜北体育センター
  宮体：宮原体育館　　　　東小：竜北東小体育館
  竜中：竜北中体育館　　　常葉：常葉保育所

ダンススクール 氷公 18:00 ～ 19:00 小学生 年会費  ＋  月謝
骨盤調整ヨガ 氷公   9:30 ～ 10:20 中学生以上 参加費 1,000 円

ヨガ 氷公 10:30 ～ 12:00 中学生以上 参加費 1,000 円
プレイランド 宮体   9:30 ～ 10:20 年少～小学生 参加費    100 円
必殺鬼ごっこ 宮体 10:30 ～ 12:00 年長～小学生 参加費    200 円

教室名（定期教室） 会場 時間 対象
キッズトータルフット 常葉 16:00 ～ 17:00 年少～年長

ミニバレーボール 宮体 20:00 ～ 22:00 中学生以上
バスケサークル 竜中 20:00 ～ 22:00 中学生以上

サッカー・スキルアップ 桜Ｇ 17:00 ～ 18:30 年中～小 3
バドミントン 宮体 18:30 ～ 20:30 小学生～一般

ミニバスケットボール 東小 18:00 ～ 20:00 年中～小 6

▲ヨガ教室参加者とディスカッション ▲立神峡で婦人会の皆さんと流しそうめん
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【お問い合わせ先】　税務課　住民税係　☎52‐5853（直通）

お 

知 

ら 

せ

町
よ
り

　
「
氷
川
町
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」と
、ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
と
は
、「
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
地
域
を
大
切
に
し

た
い
」「
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
」と
い
う
善
意
の
気
持
ち
を
、寄
附
金

と
い
う
形
に
す
る
も
の
で
、応
援
や
貢
献

し
た
い
と
思
う
地
方
自
治
体
へ
寄
附
さ

れ
た
場
合
、そ
の
相
当
額
が
、所
得
税
や

お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
の
個
人

住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と

で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
る
寄
附
を
、町

の
発
展
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

【
寄
附
い
た
だ
い
た
人
】

　

梅
田　

多
一　

様
（
神
奈
川
県
）

　

下
田　

勝
則　

様
（
熊
本
市
）

　

匿
名
希
望
（
氷
川
町
）

問 

企
画
財
政
課　

財
政
係

　

 

☎
52
・
５
８
５
０（
直
通
）

財

　政

ふ
る
さ
と
氷
川
応
援
寄
附
金

町
民
環
境

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、氷
川
町
指

定
ご
み
袋（
ピ
ン
ク
色
）を
利
用
し
て
可

燃
ご
み
を
出
す
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

缶
や
ビ
ン
な
ど
の
不
燃
物
を
入
れ
て
あ

る
違
反
ご
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
、捨
て
た
人
の
責
任
に
よ
り
処

理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、違
反

ご
み
は
燃
や
せ
な
い
た
め
収
集
さ
れ
ず
、

地
区
の
保
健
衛
生
委
員
な
ど
の
手
に
よ

り
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

違
反
ご
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、収
集
で

き
な
い
理
由
が
分
か
る
よ
う
に
、左
の
と

お
り
貼
り
紙
を
し
ま
す
の
で
、貼
り
紙
の

あ
る
ご
み
を
出
さ
れ
た
人
は
、内
容
を
確

認
い
た
だ
き
適
正
な
処
理
を
実
施
の
上
、

次
回
収
集
日
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、貼
り
紙
は
、平
成
27
年
10
月
か

ら
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

町
民
環
境
課 

町
民
環
境
係

　

 

☎
52
・
５
８
５
１（
直
通
）

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、一
般
の
人
を
対
象
と
し
た
介
護
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
講
座
内
容

①
介
護
実
技
講
座（
ら
く
ら
く
排
泄
ケ

ア
・
床
ず
れ
の
予
防
と
ケ
ア
な
ど
）

②
地
域
開
催
介
護
実
技
講
座（
ベ
ッ
ド
の

上
で
ら
く
ら
く
移
動
・
歩
行
や
車
い

す
の
介
助
・
ら
く
ら
く
排
泄
ケ
ア
）

③
専
門
職
研
修（
腰
痛
予
防
研
修
）

④
随
時
受
付（
高
齢
者
疑
似
体
験
講
座
・

福
祉
用
具
に
ふ
れ
て
み
よ
う
講
座
）

◆
申
込
方
法

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
の
で
、詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
は
、部
落

差
別
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
し
、一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集

会
で
す
。

　

県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、子
ど

も
実
行
委
員
の
運
営
に
よ
り
、体
験
・
活

動
報
告
や
全
体
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時　

10
月
10
日
㈯ 

10
時
～
12
時

◆
場　

所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

（
熊
本
市
東
区
平
山
町
２
９
７
２
）

問 

熊
本
県
人
権
同
和
教
育
課

　

 

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
７
０
２

県
民
介
護
講
座

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

ま
ち
づ
く
り

　

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
県

民
手
帳
が
今
年
も
販
売
さ
れ
ま
す
。購

入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、宮
原
振
興
局

総
務
振
興
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
受
付
可
）。

◆
価　

格　

４
５
０
円

◆
サ
イ
ズ　

９
・
４
㌢
×
15
㌢

◆
特　

長　

　

レ
ザ
ー
ソ
フ
ト
の
表
紙
、文
字
は
見
や

す
い
丸
ゴ
シ
ッ
ク
、市
町
村
便
覧
な
ど
の

統
計
情
報
掲
載
、パ
ラ
パ
ラ
く
ま
モ
ン
登

場
、関
係
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

掲
載

◆
申
込
期
限　

10
月
16
日
㈮

問 

総
務
振
興
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

 

☎
62
・
２
３
１
７（
直
通
）

２
０
１
６
年
版
県
民
手
帳
の
販
売

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

違
反
ご
み
に
つ
い
て

県
よ
り

　

県
で
は
、今
年
か
ら
２
年
間
を
か
け

て
、主
と
し
て
明
治
以
降
に
建
て
ら
れ

た
和
風
建
築（
神
社
仏
閣
、藏
、住
宅

熊
本
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査

な
ど
）を
調
査
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

お
宅
や
地
域
を
調
査
員（
主
に
熊
本
県

建
築
士
会
の
会
員
）が
お
訪
ね
し
ま
す
。

「
近
所
に
古
い
建
物
が
あ
る
」「
う
ち
の

家
も
古
い
け
ど
」と
い
っ
た
情
報
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
調
査
に
関
係
し
て
、調
査

員
や
市
町
村
担
当
者
以
外
が
お
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

熊
本
県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課

　

 

担
当　

山
本
・
廣
石

　

 

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
７
０
５

　

 

氷
川
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

 

担
当　

今
田

　

 

☎
52
・
５
８
６
０
直
通
）

【お問い合わせ先】　健康福祉課　保健予防係　☎52‐5852（直通）

健診結果説明会を行います

説明会日時 会　場 健診受診日

9月25日（金）
9 時～ 11 時 30 分 氷川町公民館 8月21日（金）

13 時～ 15 時 文化センター 8月22日（土）

9月27日（日） 9 時～ 11 時 30 分 文化センター 8月23日（日）

　健康・栄養相談、検査数値の見方など、専門スタッフが健診結果について分かりやすく説明します。
健診受診日ごとに日時を定めておりますが、出席できない場合は、指定日以降の説明会にお越しください。健診受診日ごとに日時を定めておりますが、出席できない場合は、指定日以降の説明会にお越しください。

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
時
間
給（
ま

た
は
時
間
換
算
額
）の
労
働
者
の
賃
金

を
40
円
以
上
引
き
上
げ
る
計
画
と
、労

働
能
率
の
推
進
に
資
す
る
設
備
の
導
入

な
ど
業
務
改
善
計
画
を
策
定
し
、実
施

し
た
中
小
企
業
に「
業
務
改
善
助
成
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

業
務
改
善
助
成
金
で

中
小
企
業
を
応
援

◆
支
給
額

　

改
善
費
用
の
４
分
の
３

　
（
最
高
１
０
０
万
円
）

◆
支
給
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

10
人
以
上
の
労
働
者
の
賃
金
を
60
円

以
上
引
き
上
げ
た
場
合
は
、支
給
上
限

額
が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

①
引
き
上
げ
労
働
者
数　

10
人
～
14
人

　

支
給
上
限
額　

１
３
０
万
円

ご当地ナンバープレート交付スタート！
　氷川町合併10周年を記念して、現在交
付しているナンバープレートに加え、10月
1日からオリジナルナンバープレートの交
付を開始します。すでに登録している車両
でも希望により交換することができます。

◆交付開始日：10月1日（木）　　　　　　　　　　
◆交付場所：税務課または宮原振興局総務振興課
◆対象車種：原動機付自転車 第1種（50ＣＣ以下）
◆手続きに必要なもの
○新規登録：印鑑（所有者・使用者のもの）、販売証明書または車名・

車台番号の分かる書類
○ご当地ナンバーへの交換：現在のナンバープレート、印鑑（所有者・

使用者のもの）
◆その他　希望ナンバーの受け付けはできません。今後の新規登録は現

在までのナンバープレートとオリジナルナンバープレートの選択制と
なります。

②
引
き
上
げ
労
働
者
数　

15
人
～
19
人

　

支
給
上
限
額　

１
４
０
万
円

③
引
き
上
げ
労
働
者
数　

20
人

　

支
給
上
限
額　

１
５
０
万
円

※
常
時
使
用
す
る
労
働
者
の
数
が
、企

業
全
体
で
31
人
以
上
の
事
業
場
は
助

成
率
が
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

問 

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

 

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

問 

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
６
・
３
５
４
・
３
０
９
１
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募

　
　
　集

　

こ
の
制
度
は
、町
民
を
国
内
外
の
地
域

づ
く
り
先
進
地
に
派
遣
し
、視
野
を
広

め
、地
域
づ
く
り
の
手
法
な
ど
を
研
修
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。今
年
度
中
に
研
修
へ
参
加
を

お
考
え
の
人
は
、ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
条
件　

①
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
、引
き

続
き
５
年
以
上
在
住
ま
た
は
勤
務
す

る
こ
と
が
確
実
で
、申
し
込
み
時
点

で
満
年
齢
18
歳
以
上
の
人

②
町
内
に
在
住
す
る
小
学
校
５
年
生
か

　

商
工
業
な
ど
の
販
売
戦
略
や
観
光
の

推
進
を
図
る
た
め
、消
費
拡
大
、商
工
業

や
観
光
の
振
興
お
よ
び
人
材
育
成
を
目

的
と
し
、商
工
業
や
観
光
の
活
性
化
、販

売
戦
略
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象　

　

団
体
が
開
催
す
る
研
修
会
で
講
師

や
外
部
専
門
家
に
対
す
る
謝
金
や
旅

費
、研
修
会
へ
の
参
加
、展
示
、販
売
を
行

　

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
、再
就
職

を
目
指
し
て
い
る
お
母
さ
ん
を
応
援
す

る
た
め
、両
立
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。参
加
は
無
料
で
託
児
も
行
い

ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

10
月
19
日
㈪ 

10
時
～
15
時

◆
場　

所　

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階

会
議
室
３（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

８
‐
９　

テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
ビ
ル
）

◆
対
象
者　

　

18
歳
以
下
の
お
子
さ
ま
を
子
育
て
中

の
女
性（
転
職
希
望
の
在
職
者
も
可
）

◆
定　

員　

30
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
で
決
定
）

◆
申
込
方
法　

　

参
加
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
参
加
申
込
書
は
熊
本
県
し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
取
り

寄
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

◆
申
込
期
限　

10
月
９
日
㈮

※
託
児
が
必
要
な
人
は
10
月
５
日
㈪

問 

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
６
・
３
５
１
・
０
５
０
０

https://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_12225.htm
l

　

職
員
の
育
児
休
業
期
間
中
の
代
替
と

し
て
、保
健
師
業
務
の
派
遣
労
働
者
を

募
集
し
ま
す
。

◆
仕
事
内
容　

　

乳
幼
児
、妊
産
婦
、成
人
・
高
齢
者
の

保
健
指
導
、健
診
、各
種
相
談
な
ど
。

◆
勤
務
場
所　

役
場
健
康
福
祉
課

◆
勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
の

間
で
実
働
７
時
間
45
分

◆
勤
務
期
間　

平
成
27
年
11
月
か
ら
１

年
間
程
度（
予
定
）

◆
必
要
免
許　

保
健
師
免
許
ま
た
は
看

護
師
免
許

◆
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

九
州
綜
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

担
当　

太
田

　

〒
８
６
２
‐
０
９
７
１

　

熊
本
市
中
央
区
大
江
６
丁
目
24
番
19
号

　

☎
０
９
６
・
３
６
６
・
３
７
７
０

氷
川
町
人
材
育
成
派
遣
研
修
制
度

販
売
戦
略
等
助
成
金
事
業

仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

保
健
師
募
集

ら
高
校
生
ま
で
の
人

※
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
と
し
、同
一
の
研
修
へ

の
申
し
込
み
は
５
人
以
内
で
す
。

◆
助
成
金
の
額　

　

交
通
費
・
宿
泊
費
の
実
費
額
お
よ
び

研
修
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
の
７

割
以
内（
上
限
額
あ
り
）。

◆
申
込
方
法
と
選
考　

　

人
材
育
成
派
遣
助
成
申
請
書
に
研
修

内
容
に
つ
い
て
の
作
文
を
添
え
て
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。な
お
、選
考

は
氷
川
町
人
材
育
成
派
遣
研
修
選
考
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
実
績（
研
修
先
）　

・
国
内　

鹿
児
島
県
、北
海
道
、岩
手
県
、

　
　
　

宮
城
県
、石
川
県

・
海
外　

韓
国
、ド
イ
ツ
、オ
ラ
ン
ダ
、フ

　
　
　

ラ
ン
ス

問 

総
務
振
興
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

 

☎
62
・
２
３
１
７（
直
通
）

　

出
産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る
就
業
ブ

お
母
さ
ん
の
た
め
の

再
就
職
実
践
コ
ー
ス

ラ
ン
ク
の
不
安
を
解
消
し
、再
就
職
を

希
望
す
る
お
母
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、

無
料
の
就
職
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

　

10
月
１
日
㈭
か
ら
16
日
㈮
の
う
ち
の

９
日
間

◆
場　

所　

　

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階
会
議

室
４

※
２
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
さ
ん
を

対
象
に
託
児
を
行
い
ま
す
。事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
内　

容　

・
パ
ソ
コ
ン
講
習（
６
日
間
）

・
応
募
書
類
作
成
方
法
習
得
・
面
接

対
策
な
ど
の
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

（
３
日
間
）

・
個
別
相
談
に
よ
り
、再
就
職
の
た
め
の

活
動
計
画
を
作
成（
１
時
間
×
２
回
）

◆
申
込
方
法

　

参
加
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
参
加
申
込
書
は
熊
本
県
し
ご

と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
取
り

寄
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

◆
申
込
期
限　

９
月
24
日
㈭

◆
定　

員　

20
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
で
決
定
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
・
３
５
１
・
０
５
０
０

https://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_11424.htm
l

　

熊
本
地
方
法
務
局
お
よ
び
熊
本
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、高
齢
者
や

障
が
い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

を
、よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、全
国
一

斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」強
化
週
間
の
実
施
に
合
わ
せ
、人

権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
に
よ
る
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、成
年
後

見
制
度
や
相
続
、遺
言
、財
産
管
理
な
ど

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

９
月
26
日（
土
） 

10
時
～
16
時

◆
場　

所　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
番
34
号
）

◆
相
談
例

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安

・
遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
が
、相
続

人
の
一
人
が
認
知
症
の
よ
う
で
心
配

・
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

・
親
の
年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い
る

か
も

◆
相
談
専
用
電
話
番
号（
当
日
の
み
）

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
０
８
０
０

問 

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
２
８
８
９

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
く
、平
成
27

年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

◆
試
験
日　

11
月
１
日
㈰

◆
試
験
の
種
類　

　

甲
種
、乙
種
第
１
類
～
６
類
、丙
種

◆
試
験
地

　

熊
本
市
・
八
代
市
・
天
草
市
・
玉
名
市

◆
願
書
受
付
期
間

①
書
面
申
請　

　

９
月
７
日
㈪
～
17
日
㈭

②
電
子
申
請

　

９
月
４
日
㈮
～
14
日
㈪

◆
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
、熊
本
市
消
防
局
、熊
本
県
下

の
消
防
本
部
、熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・

税
務
局
消
防
保
安
課
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

問 （
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

　

 

本
県
支
部

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

う
た
め
の
旅
費
お
よ
び
会
場
借
料
な
ど
、

そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
特
に
必
要
と

認
め
る
経
費
。

◆
助
成
上
限　

　

１
事
業
に
つ
き
５
万
円（
予
算
の
範
囲
内
）

※
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、応
募

条
件
や
対
象
経
費
、交
付
申
請
お
よ

び
実
績
報
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

商
工
観
光
課

　

 

☎
62
・
２
３
１
５（
直
通
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、休
日
相
談

所
を
開
設
し
、法
務
局
職
員
や
司
法
書

士
な
ど
に
よ
る
無
料
の
相
談
会
を
行
い

ま
す
。相
談
は
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、希
望
を
さ
れ
る
人
は
事
前

に
予
約
の
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時　

10
月
４
日
㈰ 

10
時
～
15
時

◆
場　

所　

　

熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
３
丁
目
１
番

53
号
熊
本
第
二
合
同
庁
舎
）

◆
相
談
内
容

　

相
続
・
遺
言
・
不
動
産
登
記
・
戸
籍
・
供

託
・
人
権
に
関
す
る
事
項
な
ど

◆
予
約
電
話
番
号

　

熊
本
地
方
法
務
局 

総
務
課

　

☎
０
９
６
・
３
６
４
・
２
１
４
６

そ
の
ほ
か

　

な
か
な
か
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、家

賃
を
払
え
な
い
、借
金
が
あ
り
家
計
の
や

り
く
り
が
大
変
な
ど
の
理
由
で
、悩
み
を

お
持
ち
の
人
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。相
談
支
援
員
が
ご
相
談
を
お

受
け
し
、相
談
者
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た

支
援
プ
ラ
ン
を
作
り
、解
決
に
向
け
た
支

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

◆
実
施
期
間　

９
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰

◆
受
付
時
間　

①
９
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

　

８
時
30
分
～
19
時

②
９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰ 

10
時
～
17
時

◆
相
談
内
容

　

虐
待
・
差
別
・
偏
見
な
ど
高
齢
者
・
障

が
い
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題◆
相
談
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

援
を
行
い
ま
す
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、独
り
で
悩
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
例　

・
職
を
失
い
生
活
が
苦
し
い

・
ず
っ
と
働
い
て
い
な
い
の
で
再
就
職
が

不
安

・
住
む
家
が
な
く
困
っ
て
い
る

・
子
ど
も
に
勉
強
の
場
を
見
つ
け
て
進

学
を
さ
せ
た
い

・
借
金
な
ど
で
家
計
が
維
持
で
き
な
い

◆
相
談
窓
口

　

氷
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

竜
北
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
・
５
０
７
５
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ひとのうごき

■すこやかに ■やすらかに

7/ 1　濱
は ま だ

田　侑
ゆ り

里《李　男･　渚　（下　宮）》

7/ 3　島
し ま だ

田　唯
ゆ い き

暉《祐　成･千　春（上鹿島）》

7/ 4　笠
かさはら

原友
ゆ り あ

里愛《和　樹･由　紀（東網道）》

7/10　 林
はやし

  　咲
さ な

那《雄　介･咲　香（南鹿野）》

7/20　香
こうざい

西　月
つ き の

乃《宏　行･里　子（新村南）》

7/ 5　境　　洋之（西野津）

7/ 5　西村善次郎  （法道寺）

7/ 7　中居　　孝（　栫　）

7/ 7　山本　　太（西上宮）

7/15　島田　茂雄（反　甫）

7/15　谷本　芳治（新村北）

7/15　永田　悦雄（上鹿島）

7/17　角田　　�（北野津）

7/18　小島　充夫（北鹿野）

7/19　森﨑　文子（島　地）

7/21　井戸ミツエ（上鹿島）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲載依頼書」を提出
してください。

 問 町民環境課 戸籍住民係　☎52－5851（直通）

不用品リサイクル不用品リサイクル情報情報
　町では、リサイクル社会の構築とごみ減量化の
ため、不用品リサイクル情報を提供しています。皆
さんの「ゆずります」「ゆずってください」情報を
お受けしていますので、希望される方は町民環境
課（☎５２－５８５１）までご連絡ください。
【ゆずります】女性用サンダル ワインレッド色 ２１．5ｃｍ

RecycleRecycle

ReduceReduceReuseReuse

不用品リサイクル不用品リサイクル 情　報情　報 【ゆずってください】
○氷川中学校入学用準備品
　（男子用体操服／女子用制服・体操服・バッグ）
○宮原小学校制服（男子用の上着・サイズ150cm）
○常葉保育所園児服（上下・サイズＳまたはＳＳ）
○常葉保育所体操服（サイズ100cmを2着）

【ゆずってください】 チャイルドシート・ジュニアシート

RecycleRecycle

ReduceReduceReuseReuse

不用品リサイクル不用品リサイクル

情　   報情　   報
皆さんの「ゆずります」「ゆずってください」情報をお受けしていますので、
希望される方は町民環境課（☎５２－５８５１）までご連絡ください。

皆さんの「ゆずります」「ゆずってくださ
い」情報をお受けしていますので、希望さ
れる方は町民環境課（☎５２－５８５１）までご
連絡ください。

RecycleRecycle

ReduceReduceReuseReuse

《平成27年8月1日現在》 （前月比）

男 性 5,888人 （−14）女 性 6,658人 （−16）

総　数12,546人 （−30）世帯数 4,506世帯（− 9）

伝 言 板
　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・団体）が非営利
（宗教・政治・営業を除く）で行う文化・学習・スポー
ツ・まちづくりなどのさまざまな活動の情報を掲載す
るコーナーです。仲間募集や催し物告知などにご利用
ください。掲載を希望される人は、掲載を希望する前
月の10日までに氷川町役場 総務課（☎52･7111）へお
申し込みください。

　

こ
の
学
校
は
専
修
学
校
と
し
て
将
来

の
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
、卒
業
時
に
農
業
課
程
専

門
士
の
称
号
が
付
与
さ
れ
る
他
、奨
学

金
貸
与
の
活
用
、４
年
生
大
学（
３
年

次
）へ
の
編
入
も
可
能
で
す
。

◆
入
学
者
選
抜
日
程　

①
推
薦
入
学
者
選
抜

　
（
高
等
学
校
推
薦
お
よ
び
地
域
推
薦
）

・
願
書
受
付
期
間

　

９
月
２
日
㈬
～
11
日
㈮

・
選
抜
日　

10
月
２
日
㈮

・
合
格
発
表　

10
月
16
日
㈮

・
選
抜
方
法

　

学
力
検
査（
国
語
総
合
・
小
論
文
含

む
）、面
接
、提
出
書
類
な
ど

②
一
般
入
学
者
選
抜

・
願
書
受
付
期
間

　

12
月
２
日
㈬
～
16
日
㈬

・
選
抜
日　

平
成
28
年
１
月
20
日
㈬

・
合
格
発
表　

平
成
28
年
２
月
５
日
㈮

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練（
障
が
い
者
委
託
訓
練
）の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】　

◆
内　

容

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
技

術
、資
格
取
得

◆
訓
練
期
間

　

11
月
５
日
㈭
～
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
募
集

　障害を持った人が働く「きらり」（事業所：宇土市城
之浦町・八代市松江本町）では、働くことを通して社会
とつながることによって、「イキイキと暮らすこと」を応
援しています。
　そんなきらりでは、紙クラフトや木材を使い、日常生
活で使える雑貨やバッグ・アクセサリーなどの、ものづ
くりをしています。
　1人1人が得意なこと、できることを担当し、みんな
で協力しながら1つのものを作り上げています。ぜひ1
度見にいらしてください。

▶日　時：9月1日（火）～30日（水）10時～17時
※月曜・祝日は閉館します

▶場　所：まちつくり酒屋（八火図書館・宮原振興局前）
問 まちつくり酒屋　☎53・5550

★キラリ★ハンドメイド作品展

・
選
抜
方
法

　

学
力
検
査（
国
語
総
合
・
数
学
Ⅰ
）、面

接
、提
出
書
類
な
ど

◆
募
集
学
科
お
よ
び
定
員

　

農
学
部（
農
産
園
芸
学
科
・
野
菜
学

科
・
畜
産
学
科
）　

80
人

◆
受
験
料
な
ど

・
入
学
試
験
手
数
料　

２
２
０
０
円

・
入
学
料　

５
６
５
０
円

・
授
業
料　

11
万
８
８
０
０
円（
年
額
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
立
農
業
大
学
校 

教
務
課

　

 

☎
０
９
６
・
２
４
８
・
１
１
８
８

◆
訓
練
場
所

　

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ（
熊
本
市

中
央
区
九
品
寺
２
丁
目
１

−

24
熊
本
九

品
寺
ビ
ル
５
階
）

◆
対
象
者

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
障
が
い
・
内

部
障
が
い
、精
神
障
が
い
が
あ
る
人

◆
募
集
定
員　

６
人

◆
募
集
期
限　

９
月
30
日
㈬

◆
費　

用

　

９
４
０
０
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
在
宅
パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得
科
】　

◆
内　

容

　
ｅ

−

ラ
ー
ニ
ン
グ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
自
宅
で
の
訓
練
）に
よ
る
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス（
ワ
ー
ド
・エ
ク

セ
ル
）の
技
術
習
得

◆
訓
練
期
間

　

11
月
５
日
㈭
～
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

◆
訓
練
場
所

　

有
限
会
社
ア
ト
ラ
イ
ズ（
熊
本
市
西

区
上
代
７

−

３

−

40
）

◆
対
象
者

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
下
肢
障
が
い
・

内
部
障
が
い
、精
神
障
が
い
が
あ
る
人
、

難
病
患
者

◆
募
集
定
員　

７
人

◆
募
集
期
限　

９
月
30
日
㈬

◆
費　

用　

無
料

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

　

☎
31
・
８
６
０
９

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

軽
度
の
知
的
障
が
い
を
お
持
ち
の
人
を

対
象
に
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。募
集

要
項
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
科
・
募
集
人
数

　

販
売
実
務
科　

13
人（
第
１
回
選
考

10
人
、第
２
回
選
考
３
人
）

◆
応
募
資
格　

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
就
労
意
欲
が
あ
り
、か
つ
職
業
訓
練
の

受
講
に
意
欲
が
あ
る
人

②
療
育
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
ま
た

は
公
的
機
関
で
判
定
を
受
け
た
人

③
応
募
時
に
職
業
に
つ
い
て
お
ら
ず
、公

共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職
登
録

を
し
て
い
る
人

④
本
校
に
自
力
で
通
校
可
能
な
人

◆
受
付
期
間

・
第
１
回
選
考

　

12
月
14
日
㈪
～
平
成
28
年
１
月
14
日

㈭　

17
時

・
第
２
回
選
考

　

平
成
28
年
１
月
19
日
㈫
～
２
月
19
日

㈮　

17
時

◆
応
募
方
法

　

入
校
願
い
、療
育
手
帳
の
写
し
ま
た

は
判
定
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
新
規
学
卒
者
は
調
査
書（
出
身
学
校

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

長
が
作
成
し
、厳
封
し
た
も
の
）、新

規
学
卒
者
以
外
は
履
歴
書
が
必
要
で

す
。

◆
提
出
先　

県
内
の
公
共
職
業
安
定
所

問 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

 

☎
０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

https://w
w

w
.pref.kum

am
oto.

jp/hpkiji/pub/List.aspx?c_
id=3&

class_set_id=1&
class_

id=1134
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氷川町に住む９月で１歳になる
アイドルをご紹介します!
氷川町に住む９月で１歳になる
アイドルをご紹介します!

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています !　詳しくは、
氷川町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。次回は１０月生まれの
アイドルたちを紹介します !
（締切日 :９月８日（火））お問い合わせ先　氷川町役場　総務課　☎52-7111

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています !　詳しくは、
氷川町ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。次回は１０月生まれの
アイドルたちを紹介します !
（締切日 :９月８日（火））お問い合わせ先　氷川町役場　総務課　☎52-7111

　誌面でもご紹介しましたが、友好町である北海道大空町が来年3月に合併10周年を迎えられま
す。旧宮原町と旧東藻琴村時代に、1つの縁がきっかけで交流が始まり、平成14年には友好町村提携
を締結。共に町村合併を経て、友好町提携10周年となる平成24年には、災害時相互に応援・支援を
行う災害時相互応援協定を締結するなど、両町の絆は深まっています。九州と北海道という遠く離
れた地の絆は、人と人が作り上げてきました。その絆がさらに深まり、末永く続くよう、職員として
努めていきたいと感じました。（今田）

編集
後記

（早尾北）
平成26年9月6日生まれ
お父さん：正宗さん お母さん：彩加さん

なみおか えいきち

濤岡　永吉くん

♥

ひ 子写写真真
っかわ

  1歳   おめでとう!

館館

宮原振興局　総務振興課　☎62-2317（直通）

● 国勢調査は平成２７年１０月１日現在、日本に住んでいる全ての人および世帯が対象です。
● 今回の調査では、９月１０日（木）より調査員が訪問し、インターネット回答の利用者情報（ＩＤおよびパスワー
ド）を含む書類を配布いたしますので、スマートフォンまたはインターネット接続可能なパソコンをお持ちの人
は、９月２０日（日）までにインターネットでご回答ください。

● 先にインターネットでの回答を受け付け、インターネットで回答のなかった世帯には、紙の調査票を配布して調
査を行います。

● 調査表の記入の仕方やオンライン調査システムの操作方法といった問い合わせに関しましては、下記コールセ
ンターでも対応可能です。調査員に関することや、調査票の回収日時に関するお問い合わせにつきましては、
総務振興課（62-2317）までご連絡ください。

※ なお、インターネットで回答いただいた世帯は紙の調査票に記入する必要はありませんので、その後、調査員の訪
問はございません。

平成２７年国勢調査を実施しています

0570-07-2015
03-4330-2015

可能な人はインターネットでの回答にご協力お願いします

〈国勢調査コールセンター〉

※ＩＰ電話の場合

■ 設置期間／平成２７年１０月３１日（土）まで
■ 受付時間／午前８時～午後９時 (土・日・祝日にもご利用になれます)

※ おかけ間違いのないようにご注意ください。 ※ナビダイヤルの通話料金
は、一般の固定電話の場合、全国一律で市内通話料金でご利用いただけま
す。携帯電話・PHS の場合は、それぞれ所定の通話料金となります。 ※ IP
電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料金となります。




